
2004

4/1
No.519

毎月1・15日発行�

発行所　京都府京田辺市　〒610-0393　京都府京田辺市田辺80　TEL（0774）63-1122（代表）FAX（0774）63-4781

広　報�広　報�広　報� 主 な 記 事�
総合計画づくりにご参加を 2面�
児童手当の対象を拡大 3面�
16年度一般会計予算の詳細  4・5面�
老人いこいの家に通信カラオケ 6面�
ヒューマンカレッジ受講生募集 8面�

DDDDD DDDDD

�京田辺市ホームページ�　http://www.kyotanabe.jp

広報きょうたなべは、古紙配合率100％
再生紙と大豆油インクを使用しています

京
田
辺
夕
涼
み
の
つ

ど
い
実
行
委
員
会
は
、

夏
の
風
物
詩
と
し
て
み

な
さ
ん
に
親
し
ま

れ
て
い
る
「
京
田

辺
夕
涼
み
の
つ
ど

い
」
の
今
年
の
開

催
休
止
を
こ
の
ほ

ど
決
め
ま
し
た
。

同
委
員
会
は
、

会
場
周
辺
の
都
市

化
が
進
み
花
火
の

打
ち
上
げ
場
所
と

市
街
地
が
近
く
な

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

代
替
地
の
検
討
を
行
い

ま
し
た
が
、
安
全
性
確

保
の
点
か
ら
適
切
な
場

所
が
な
い
と
判
断
。
ま

た
、
見
物
客
の
不
法
駐

車
・
立
入
禁
止
区

域
へ
の
進
入
な
ど

安
全
面
で
多
く
の

問
題
を
抱
え
て
い

た
こ
と
か
ら
、
総

合
的
に
判
断
し
て

こ
の
よ
う
な
結
論

に
至
り
ま
し
た
。

問
合
せ
先
＝
京

田
辺
夕
涼
み
の
つ

ど
い
実
行
委
員
会

（
産
業
振
興
課
内
、

６４
・
１
３
６
４
）

内

訳

会 計 別 歳 出 内 訳 � （単位：千円・％）�
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4.2

1.5
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34,376,400 12.4

25.0

11.9

伸 率 �

15.8

△1.9

0.0

△2.1

13.4

一 般 会 計 �

合 計 �

特 別 会 計 �

平成16年度� 比 較 �平成15年度�

水 道 事 業 会 計 �

農業集落排水事業特別会計�

休日応急診療所特別会計�

公共下水道事業特別会計�

産 業 立 地 特 別 会 計 �

老 人 保 健 特 別 会 計 �

松井財産区特別会計�

介 護 保 険 特 別 会 計 �

国民健康保険特別会計�

1,858,100

2,982,280

3,010,000

1,089,200

167,400

3,677,500

4,079,100

4,600

23,400

13,909,300

21,750,000

38,641,580

74,800

43,080

△72,200

△100

0

219,800

815,200

741,900

122,700

1,902,100

4,265,180

会計別� 年度別�

総
額
は

総
額
は
２１７
億
５
千
万
円

億
５
千
万
円
�

総
額
は

総
額
は
２１７
億
５
千
万
円

億
５
千
万
円
�

総
額
は
２１７
億
５
千
万
円

京
田
辺
市
の
平
成
１６
年
度

予
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
総
額
は
２
１

７
億
５
千
万
円
で
、
市
長
選

挙
の
た
め
「
骨
格
予
算
」
と

な
っ
た
昨
年
度
と
比
べ
る
と

２３
億
２
千
万
円
の
増
と
な

り
、
対
前
年
度
比
１１
・
９

の
伸
び
と
な
る
積
極
型
予
算

と
な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計

に
水
道
事
業
会
計
予
算
と
８

つ
の
特
別
会
計
予
算
を
加
え

た
予
算
総
額
は
、
３
８
６
億

４
千
１
５
８
万
円
（
対
前
年

度
比
１２
・
４

増
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（
４
・
５
面
に
関
連
記
事
）

市
は
厳
し
い
社
会
経
済
情

勢
の
中
、
急
激
な
国
の
地
方

財
政
改
革
の
大
波
を
受
け
な

が
ら
も
将
来
に
向
か
っ
た
ま

ち
づ
く
り
と
、
市
民
生
活
の

向
上
に
つ
な
が
る
諸
施
策
へ

重
点
的
・
効
率
的
な
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
は
大
型
継

続
事
業
で
あ
る
三
山
木
地
区

の
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業

に
加
え
、
北
部
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
及
び
児
童
館
の
建

設
、
清
掃
衛
生
セ
ン
タ
ー
甘

南
備
園
内
に
作
る
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
建
設
、
市
営
住
宅

の
建
て
替
え
事
業
な
ど
が
重

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
度

と
比
べ
大
幅
に
増
え
て
い
ま

す
。８

特
別
会
計
予
算
の
総
額

は
、
１９
億
２
１
０
万
円
（
同

１５
・
８

）
増
の
１
３
９
億

９
３
０
万
円
。
予
算
増
と
な

っ
た
主
な
理
由
は
、
産
業
立

地
特
別
会
計
で
工
場
用
地
の

造
成
工
事
が
ピ
ー
ク
を
向
か

え
る
こ
と
や
、
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
で
高
船
の

処
理
施
設
の
建
設
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

水
道
事
業
会
計
予
算
は
、

２９
億
８
千
２
２
８
万
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
て
４
千
３
８

０
万
円
（
同
１
・
５

）
増

え
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
財
政
課
（

６４
・
１
３
１
２
）

夕涼みのつどい休止�夕涼みのつどい休止�夕涼みのつどい休止�

一 般 会 計

積
極
編
成
で
市
民
ニ
ー
ズ
応
え
る

対
前
年
度
比
１１
・
９
％
の
伸
び

市
内
に
在
住
す
る
６０
歳
以

上
の
お
年
寄
り
で
作
る
京
田

辺
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ラ
ス
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
九
十

九
園
の
入
園
者
を
慰
問
し
よ

う
と
、
３
月
１３
日
に
同
園
で

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し

た
。同

コ
ー
ラ
ス
は
、「
大
き

な
声
を
出
し
て
歌
っ
て
、
い

つ
ま
で
も
元
気
で
」
を
合
い

言
葉
に
２
年
前
に
設
立
さ

れ
、
今
で
は
会
員
数
が
１
２

７
人
の
大
所
帯
と
な
っ
て
い

ま
す
。

当
日
は
、
昔
口
ず
さ
ん
だ

懐
か
し
い
童
謡
な
ど
１６
曲
を

熱
唱
。
入
園
者
と
一
緒
に
歌

う
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
段
と

大
き
な
歌
声
が
会
場
い
っ
ぱ

い
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

老
人
施
設
に
大
き
な
歌
声
を
響
く

都市化が進み花火できず

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
九
十
九
園
の
入
園
者
と
い
っ
し
ょ
に
昔
懐
か
し
童
謡
を
歌
う
京
田
辺
シ
ル
バ
ー

コ
ー
ラ
ス
の
み
な
さ
ん
（
３
月
１３
日
）

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の

収
集
日
変
わ
り
ま
す

市
は
、
４
月
１
日

か
ら

「
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン
ベ
」
の
収
集
日
を
「
奇

数
月
の
粗
大
ご
み
の
日
」
に

変
更
し
ま
す
。
こ
れ
は
「
缶

へ
の
穴
の
あ
け
忘
れ
」
や

「
ガ
ス
の
抜
き
忘
れ
」
が
多

く
、
収
集
車
の
火
災
や
処
理

施
設
で
爆
発
事
故
が
頻
繁
に

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

作
業
員
の
安
全
確
保
の
た
め

行
う
も
の
で
す
。
缶
・
ボ
ン

ベ
な
ど
は
、
必
ず
透
明
袋
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
同
日
か
ら
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
品
目
に

「
家
庭
用
電
気
冷
凍
庫
」
が

加
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
で

収
集
は
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
処
分
す
る
時
は
、
購
入

し
た
小
売
店
な
ど
へ
引
き
渡

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
環
境
衛
生
セ

ン
タ
ー
甘
南
備
園
（

６２
・

４
３
２
８
）

F
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F
F
F
F
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４
月
１
日

か
ら
児
童
手

当
の
支
給
対
象
年
齢
が
、
義

務
教
育
就
学
前
（
６
歳
到
達

後
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
か

ら
小
学
校
第
３
学
年
修
了
前

（
９
歳
到
達
後
最
初
の
年
度

末
）ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

新
た
に
、
児
童
手
当
な
ど

を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
児
童

の
保
護
者
は
、
児
童
福
祉
課

（
公
務
員
は
勤
務
先
）
で
手

◎
府
ス
ポ
ー
ツ
賞

【
優
秀
賞
】
▼
池
田
恵
美

（
陸
上
競
技
・
大
住
ケ
丘
）

▼
菱
田
早
耶
（
少
林
寺
拳

法
・
松
井
ケ
丘
）【
未
来
く

ん
賞
】
▼
大
住
中
学
校
女
子

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
▼
田

辺
東
小
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

寄

付

�

人

事

�

表

彰

表

彰

�

表

彰

身
体
障
害
者
手
帳
を
持

っ
て
い
る
人
で
、
両
下

肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の

障
害
が
１
級
か
２
級
の
人

な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
も
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
公
職
選
挙

法
改
正
で
郵
便
に
よ
る
不

在
者
投
票
制
度
は
、
介
護

保
険
の
被
保
険
者
証
の
要

介
護
５
の
人
も
そ
の
対
象

者
と
し
て
新
た
に
加
え
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
身
体
障
害
者
手

帳
に
上
肢
ま
た
は
視
覚
の

障
害
の
程
度
が
１
級
と
し

て
記
載
さ

れ
て
い
る

人
や
戦
傷

病
者
手
帳

に
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障

害
の
程
度
が
特
別
項
症
か

ら
第
２
項
症
ま
で
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
、

自
ら
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
も
あ
ら
か
じ
め

届
け
出
の
あ
っ
た
代
理
人

に
投
票
に
関
す
る
記
載
を

さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
代

理
記
載
制
度
も
新
た
に
導

入
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
法
の
施
行
は
平
成

１６
年
３
月
１
日
か
ら
と
な

っ
て
い
ま
す
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投

票
を
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付

手
続
き
・
代
理
記
載
対
象

者
の
証
明
手
続
き
・
代
理

記
載
人
の
届
出
手
続
き
な

ど
を
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
不
在
者
投
票
の

請
求
期
限
が
選
挙
投
票
期

日
４
日
前
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
選
挙
の
あ

る
時
に
は
お
早
め
に
手
続

き
を
済
ま

せ
て
お
い

て
く
だ
さ

い
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投

票
制
度
の
手
続
き
や
投
票

の
方
法
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
（
総
務
課
内
、

６４
・
１
３
１
１
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

男
子
チ
ー
ム
▼
松
井
ケ
丘
小

学
校
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
▼
松
井
ケ
丘
小
学
校
男

子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

◎
消
防
庁
長
官
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】
馬

場
岩
夫
（
松
井
ケ
丘
）

◎
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

【
精
績
章
】
長
尾
繁
夫

（
松
井
ケ
丘
）

【
敬
称
略
】

児
童
手
当
の
対
象
を
拡
大

児
童
手
当
の
対
象
を
拡
大
�

児
童
手
当
の
対
象
を
拡
大

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

４
月
末
ま
で
に
、
小
学
校
１

〜
３
年
生
の
児
童
が
い
る
保

護
者
に
案
内
と
認
定
請
求
書

な
ど
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
９
月

３０
日

ま
で
に
受
け
付
け
た

も
の
は
、
特
例
的
に
４
月
１

日

ま
た
は
支
給
要
件
に
該

当
し
た
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
給
し
ま
す
。

【
平
成
１６
年
小
学
校
入
学

児
童
（
平
成
９
年
４
月
２
日

〜
１０
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

の
保
護
者
】

平
成
１６
年
３
月
３１
日
ま
で

今
ま
で
に
児
童
手
当
な
ど
を

受
給
し
て
い
た
保
護
者
は
、

特
に
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
児
童
手
当
な
ど
は
４

月
以
降
も
引
き
続
き
支
給
さ

れ
ま
す
。

請
求
手
続
き
を
し
て
い
な

い
保
護
者
で
受
給
資
格
が
あ

る
時
は
、
認
定
請
求
ま
た
は

額
改
定
請
求
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

【
平
成
１６
年
度
小
学
校

２
・
３
年
生
（
平
成
７
年
４

月
２
日
〜
９
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）
の
児
童
の
保
護
者
】

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
な
い
保
護
者
は
認

定
請
求
を
、
ま
た
、
す
で
に

就
学
前
児
童
で
児
童
手
当
な

ど
を
受
給
さ
れ
て
い
る
保
護

者
は
額
改
定
請
求
な
ど
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
認

定
に
必
要
な
添
付
書
類
は
請

求
書
の
ほ
か
、
年
金
加
入
証

明
書
（
申
請
者
が
厚
生
年
金

加
入
者
の
場
合
）
・
所
得
証

日にち�種別� 対　　　象�

受付時間＝13：30～14：30�
場所＝保健センター　　　�
問合せ先＝健康推進課（�64-1334）�

予防接種の日程�

三種混合�

4月26日��
4月15日��4月生まれおよび申込者�

生後6～18か月の乳幼児で�

5月生まれおよび申込者�

ツベルク
リン反応�4月19日��

15年11月生まれおよび申込者�
※2日後の判定・ＢＣＧに来てください�

判定・�
ＢＣＧ�

4月21日�� 4月19日にツ反を�
受けた人のみ対象�

明
書
（
本
市
に
そ
の
年
の
１

月
１
日
現
在
に
住
所
が
な
か

っ
た
時
）
な
ど
で
す
。
た
だ

し
、
所
得
が
一
定
額
以
上
の

時
は
、
支
給
さ
れ
な
い
時
が

あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
児
童
福
祉
課

（

６４
・
１
３
７
７
）

シリーズ69

選
挙
の
し
く
み

要
介
護
５
の
人
も
郵
便
投
票
可
能
に

４
月
か
ら
は
小
学
３
年
生
ま
で
延
長

市
・
府
民
税
の
減
免

対
象
者
変
更
し
ま
す

市
は
平
成
１６
年
度
課
税
分

か
ら
、
市
・
府
民
税
の
減
免

対
象
者
を
次
の
よ
う
に
変
更

し
ま
す
。

対
象
者
＝
▼
生
活
保
護
受

給
者
▼
震
災
・
風
水
害
・
火

災
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
災
害
で
死
亡
ま
た
は
特
別

口
座
振
替
の
収
納
済

通
知
書
を
一
括
発
行

こ
れ
ま
で
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
（
償
却
資
産
を

預
金
口
座
か
ら
税
金
を

自
動
で
振
り
替
え

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税（
償
却
資
産
を
含
み
ま
す
）

や
市
・
府
民
税（
普
通
徴
収
）

お
よ
び
軽
自
動
車
税
は
、
預

金
口
座
（
貯
金
通
帳
）
か
ら

自
動
的
に
振
り
替
え
て
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。一

度
、
手
続
き
を
す
る
と

翌
年
度
以
降
も
継
続
さ
れ
ま

す
。取

り
扱
い
金
融
機
関
な

ど
＝
市
内
に
本
店
・
支
店
の

あ
る
銀
行
・
信
用
金
庫
・
農

協
お
よ
び
郵
便
局

申
込
方
法
＝
市
内
に
あ
る

取
り
扱
い
金
融
機
関
お
よ
び

郵
便
局
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

預
金
（
貯
金
）
通
帳
・
届
出

印
・
納
付
書
を
持
っ
て
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

申
込
期
限
＝
振
り
替
え
を

希
望
さ
れ
る
納
付
月
の
前
月

ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

取
り
消
し
・
変
更
方
法
な

ど
＝
口
座
振
替
の
取
り
消

し
、
振
替
口
座
や
納
付
方
法

（
前
納
・
期
別
）
を
変
更
さ

含
み
ま
す
）
お
よ
び
市
・
府

民
税
（
普
通
徴
収
）
の
口
座

振
替
収
納
済
通
知
書
を
そ
の

都
度
発
行
し
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
１６
年
度
分
か
ら
年

度
末
に
一
括
し
て
発
行
し
ま

す
。
た
だ
し
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
（
償
却
資

産
を
含
み
ま
す
）
お
よ
び

市
・
府
民
税
（
普
通
徴
収
）

の
両
方
を
口
座
振
替（
期
別
）

で
納
付
さ
れ
て
い
る
時
は
、

一
枚
に
ま
と
め
て
市
税
口
座

振
替
収
納
済
通
知
書
を
発
行

し
ま
す
。

前
納
お
よ
び
軽
自
動
車
税

は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
＝
税
務
課
（

れ
る
時
は
、
納
付
月
の
前
月

ま
で
に
、
取
り
扱
い
金
融
機

関
お
よ
び
郵
便
局
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
＝
税
務
課
（

６４
・
１
３
１
８
）

障
害
者
と
な
ら
れ
た
人
で
、

特
に
納
税
が
困
難
と
認
め
る

人
問
合
せ
先
＝
税
務
課
（

６４
・
１
３
１
７
）

国
際
高
等
研
究
所
で

茶
会
と
講
演
会
開
く

【
開
催
日
】

６
月
１９
日

【
場
所
】

国
際
高
等
研
究
所

【
茶
会
】

時
間
＝
午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
１
時
３０
分
と
午
後
３
時

〜
３
時
３０
分

茶
席
担
当
＝
茶
道
裏
千
家

正
教
授
の
本
間
宗
壽
さ
ん

料
金
＝
５
０
０
円

定
員
＝
１
８
０
人

【
体
験
コ
ー
ナ
ー
】

時
間
＝
午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
１
時
３０
分
と
午
後
３
時

〜
３
時
３０
分

料
金
＝
２
０
０
円
。
中
学

生
以
下
は
無
料
で
す

定
員
＝
５０
人

【
文
化
学
術
講
演
会
】

時
間
＝
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時

演
題
＝
「
茶
と
絵
画
〜
日

本
の
美
意
識
〜
」

講
師
＝
京
都
造
形
芸
術
大

学
大
学
院
客
員
教
授
の
佐
々

木
正
子
さ
ん

受
講
料
＝
無
料

定
員
＝
１
２
０
人

【
申
込
方
法
】

は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
電

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
・
郵
便
番

号
・
住
所
・
電
話
番
号
と
参

加
し
た
い
イ
ベ
ン
ト
を
書
い

て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
１
人
１
通
で

す
。
定
員
が
超
え
た
時
は
連

絡
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
国
際

高
等
研
究
所
「
茶
会
と
講
演

会
」
係
（
〒
６
１
９
・
０
２

２
５
相
楽
郡
木
津
町
木
津
川

台
９
・
３
、

７３
・
４
０
０

１
、

７３
・
４
０
０
５
、
電

子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

lec2.@
iias.or.jp

）

調
理
師
の
試
験

試
験
日
＝
５
月
２３
日

場
所
＝
関
西
文
理
学
院

（
京
都
市
北
区
）

受
付
期
間
＝
４
月
１９
日

〜
２３
日

く
わ
し
く
は
、
田
辺
保
健

所
（

６３
・
５
７
４
５
）
へ
。

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

６４
・
１
３
１
８
）
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都
市
緑
化
募
金
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

市
は
「
緑
を
守
り
、
増
や

し
、
育
て
る
」
た
め
、
４
月

１
日

か
ら
５
月
３１
日

ま

で
、「
都
市
緑
化
募
金
」
運

動
を
行
い
ま
す
。
家
庭
や
街

頭
で
の
募
金
運
動
に
み
な
さ

市
は
平
成
１５
年
度
か
ら

「
第
３
次
京
田
辺
市
総
合
計

画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
計
画
は
、
平
成
１８

年
度
か
ら
の
１５
年
間
に
本
市

が
進
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

市
は
魅
力
あ
ふ
れ
る
将
来

の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

や
ご
提
案
を
広
く
伺
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
懇

談
会
や
市
民
の
み
な
さ
ん
を

対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
行
い
ま
す
の
で
、
是

非
ご
参
加
・
ご
協
力
く
だ
さ

い
。総

合
計
画
と
は
、
本
市
の

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る

計
画
と
し
て
最
も
上
位
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
、
福

祉
・
環
境
保
全
・
都
市
基
盤

整
備
・
産
業
振
興
・
教
育
な

学
生
の
納
付
特
例

申
請
受
付
始
ま
る

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納

付
特
例
の
平
成
１６
年
度
の
申

請
受
け
付
け
が
４
月
１
日

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

同
制
度
は
、
学
生
本
人
の

前
年
所
得
が
一
定
の
基
準
以

下
の
時
、
申
請
し
て
承
認
さ

在
日
外
国
人
高
齢
者
に

特
別
給
付
金
を
支
給

市
は
在
日
外
国
人
高
齢
者

お
よ
び
重
度
障
害
者
に
特
別

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

昭
和
５７
年
の
国
民
年
金
法

改
正
で
、
国
籍
条
項
が
取
り

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
は
７
月
か
ら

平
成
１６
年
度
の
国
民
年
金

保
険
料
免
除（
全
額
・
半
額
）

申
請
の
受
け
付
け
は
、
７
月

１
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

免
除
の
申
請
年
度
は
７
月

か
ら
翌
年
６
月
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
承
認
期
間
は
、

申
請
の
あ
っ
た
月
の
「
前
月

か
ら
翌
年
６
月
ま
で
」
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
申
請
は
毎

年
度
必
要
で
す
。

１５
年
度
の
免
除
申
請
は
、

随
時
受
け
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
国
保
年
金

課
（

６３
・
１
１
２
２
）
ま

た
は
京
都
南
社
会
保
険
事
務

所
（

０
７
５
・
６
４
３
・

２
５
４
７
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

市
役
所
組
織
の

一
部
を
変
更

市
は
、
事
業
の
推
進
体
制

の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
４

月
１
日

に
市
役
所
組
織
の

一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

◎
市
長
公
室
の
産
業
立
地

室
を
経
済
環
境
部
に
所
属
部

局
の
変
更

◎
建
設
部
都
市
整
備
課
の

田
辺
地
区
区
画
整
理
室
を
事

業
終
了
に
伴
い
廃
止

◎
消
防
署
北
部
出
張
所
を

ど
あ
ら
ゆ
る
事
業
は
、
こ
の

計
画
に
沿
っ
て
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
同

計
画
は
長
期
の
ま
ち
づ
く
り

4月末日※2

振替方法�納付対象月� 引落日�

翌月末日�
※1

当月分�

4～9月�

10～3月� 10月末日※1

4月末日�
※2

毎月納付�
※１　翌月末日が土・日曜日、
　　　祝祭日などの時は、翌々
　　　月の最初の金融機関の営
　　　業日になります。�
※２　引落日が土・日曜日、祝
　　　祭日などで金融機関が休
　　　みの時は、引落日の月の
　　　最後の金融機関の営業日
　　　になります。�

6か月前納�

1年前納� 4～3月分�

振替方法の種類と引落日など�

※　口座振替の開始はお申し込みの1～2か月後となります。開�
　　始月は、「国民年金保険料口座振替のおしらせ」で案内し�
　　ます。開始月までの分は、毎月納付と同様、「納付書」に�
　　現金を添えて、金融機関などの窓口で納めてください。�
※　前納を希望された時、申し出をされて、初回の前納引落日�
　　までは、毎月の引き落しとなりますので御了承ください。�

納
付
は
コ
ン
ビ
ニ
で
も

納
付
は
コ
ン
ビ
ニ
で
も
�

納
付
は
コ
ン
ビ
ニ
で
も
�

国
民
年
金
の
納
付
は
、
現

金
で
納
め
る
方
法
と
口
座
か

ら
引
き
落
と
す
方
法
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。

【
現
金
で
納
付
す
る
時
】

社
会
保
険
庁
が
送
付
す
る

平
成
１６
年
度
の
「
納
付
書
」

に
現
金
を
添
え
、
金
融
機

関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
ま
た
は
社
会
保

険
事
務
所
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。保

険
料
を
１
年
分
・
半
年

分
を
一
括
し
て
納
め
て
い
た

だ
く
と
割
り
引
き
さ
れ
る
前

納
制
度
も
あ
り
ま
す
。
１
年

分
・
半
年
分
以
外
の
ご
利
用

も
で
き
ま
す
の
で
、
京
都
南

社
会
保
険
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
付
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
＝
▼
セ
ブ
ン
―

イ
レ
ブ
ン
▼
ロ
ー
ソ
ン
▼
フ

ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
▼
サ
ー
ク

ル
Ｋ
▼
サ
ン
ク
ス
▼
ミ
ニ
ス

ト
ッ
プ
▼
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ

キ
（
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス

ト
ア
）
▼
ａ
ｍ
／
ｐ
ｍ
▼
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ト
ア
▼
コ

コ
ス
ト
ア
▼
ス
リ
ー
エ
フ
▼

ポ
プ
ラ
グ
ル
ー
プ

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
納
付
す
る
時
は
、
従
来
の

納
付
書
で
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
利
用

で
き
る
の
は
、
納
付
書
裏
面

の
理
念
と
目
指
す
べ
き
将
来

都
市
像
を
示
す
「
基
本
構

想
」、
そ
の
実
現
を
図
る
た

め
の
施
策
を
体
系
的
に
示
し

た
「
基
本
計
画
」、
さ
ら
に

施
策
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
予
算
を
明
確
に
し
た
「
実

施
計
画
」
の
３
つ
で
構
成
さ

�
第3次京田辺市総合計画�第3次京田辺市総合計画�第3次京田辺市総合計画�

パートナーシップのまちづく
りに向けて…①�

パートナーシップのまちづく
りに向けて…①�

に
納
付
受
託
機
関
と
な
っ
て

い
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
表
示
が
あ
る
納
付
書
で

す
。【口

座
振
替
で
納
付
す
る

時
】

れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
も
の
で
す
。

承
認
期
間
は
申
請
の
あ
っ

た
月
の
前
月
か
ら
翌
年
３
月

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
申
請

は
毎
年
度
必
要
で
す
。
前
年

度
承
認
さ
れ
、
今
年
度
も
引

き
続
き
希
望
す
る
学
生
で
も

改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。届

け
出
が
遅
れ
た
時
は
、

承
認
前
の
期
間
は
保
険
料
を

納
め
て
い
な
け
れ
ば
「
未
納

期
間
」
と
な
り
ま
す
。
事
故

や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た

時
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先
＝
国
保

年
金
課（

６３
・
１
１
２
２
）

同
署
北
部
分
署
へ
組
織
の
変

更
問
合
せ
先
＝
▼
政
策
推
進

課
（

６４
・
１
３
１
０
）
▼

消
防
署（

６３
・
１
１
２
５
）

れ
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
の
計
画
づ
く
り

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
予
定
し
て

い
る
市
民
参
加
の
取
り
組

み
＝
上
図
の
と
お
り

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

（

６４
・
１
３
１
０
）

ん
の
積
極
的
な
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

集
ま
っ
た
募
金
は
、
緑
地

整
備
・
生
垣
の
樹
木
代
補
助

や
誕
生
記
念
樹
配
布
な
ど
、

身
近
な
地
域
の
緑
化
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
都
市
整
備
課

（

６４
・
１
３
４
６
）

計
画
づ
く
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

①京田辺市総合計画審議会�
　総合計画審議会委員を公募します。�

②各種懇談会�
　各種の懇談会を開き、将来のまちづくりに
　ついて市民のみなさんのご意見、ご提案を
　お伺いします。�
　▼地域別懇談会▼分野別懇談会▼学生懇談
　会�

③絵画コンクール�
　子どもたちの夢や将来のまちを描いた絵画
　を募集します。�

④市民意識調査�
　無作為に抽出した市民のみなさんを対象に
　アンケートを行います。�

⑤その他�
　市内主要施設での市民意見募集用紙の設置
　やホームページで意見募集などを行う予定
　です。�

今後予定している市民参加の取り組み�平成16年度�

平成18年度�

平成17年度�

総合計画審議会の設置�
各種懇談会などの開催�
市民意識調査�
基本構想（中間試案）�
　　の発表と意見募集�

基本構想の決定�
基本計画の策定作業�
総合計画書の作成�

第3次総合計画スタート�

お
得
な
前
納
制
度
の
利
用
を

国 民 年 金

魅力あるまちづくりにご参加ください

毎
月
自
動
的
に
保
険
料
が

引
き
落
と
し
さ
れ
る
た
め
、

納
め
忘
れ
が
な
く
、
安
心
で

す
。社

会
保
険
庁
が
送
付
す
る

平
成
１６
年
度
納
付
案
内
書
の

「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振

替
納
付
申
出
書
」
と
「
口
座

振
替
依
頼
書
」
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、
金
融
機
関
届
出

印
を
押
し
て
金
融
機
関
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
に
も
毎
月
納
付

と
前
納（
１
年
分
・
半
年
分
）

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
京
都
南
社
会

保
険
事
務
所
（

０
７
５
・

６
４
３
・
２
５
４
７
）

除
か
れ
在
日
外
国
人
も
国
民

年
金
に
加
入
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
大

正
１５
年
４
月
１
日
以
前
生
ま

れ
の
高
齢
者
、
ま
た
は
昭
和

５７
年
１
月
１
日
以
前
に
２０
歳

に
達
し
て
い
た
重
度
障
害
者

は
、
国
民
年
金
を
受
け
ら
れ

な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
本
市
は
、
こ

の
よ
う
な
人
に
対
し
て
国
民

年
金
法
の
改
正
な
ど
で
救
済

さ
れ
る
ま
で
の
間
、
本
市
独

自
の
暫
定
的
な
措
置
と
し

て
、
特
別
給
付
金
を
支
給
し

て
い
る
も
の
で
す
。

申
請
・
問
合
せ
先
＝
国
保

年
金
課（

６３
・
１
１
２
２
）

パ
ソ
コ
ン
で
デ
ザ
イ
ン

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
ろ
う

Ｉ
Ｔ
業
務
を
主
な
事
業
と

す
る
共
同
作
業
所
「
ア
イ
・

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
京
都
」

は
、
ふ
れ
あ
い
パ
ソ
コ
ン
体

験
教
室
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
４
月
２４
日

午
後

１
時
〜
４
時

場
所
＝
ア
イ
・
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
京
都

対
象
＝
小
学
生

内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

て
好
き
な
絵
を
印
刷
し
、
そ

れ
を
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
貼
り
付

け
、
世
界
で
１
つ
だ
け
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
る

定
員
＝
先
着
６
人

参
加
費
＝
無
料

持
ち
物
＝
ア
イ
ロ
ン
を
あ

て
て
も
大
丈
夫
な
素
材
の
無

地
で
白
色
に
近
い
色
の
Ｔ
シ

ャ
ツ申

込
・
問
合
せ
先
＝
ア

イ
・
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
京

都
（

６４
・
７
４
７
４
、

６４
・
７
２
３
２
、
電
子
メ
ー

ル
ア
ド
レ
スin

fo
@
i-

collabo-kyoto.com

）



＜ 4  ＞平成16年（2004年）4月1日＜ 5  ＞

�
�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（

聴
課
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ

１
３
２
０
）
へ�

�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ�

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

①
琴
一
式
②
ピ
ア
ノ
③
ひ

な
だ
ん
④
容
量
が
４

以
上

の
２
層
式
洗
濯
機

受
付
開
始
日
時
＝
４
月
５

日

午
前
８
時
３０
分
か
ら

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業

振
興
課（

６４
・
１
３
６
０
）

市
は
、
み
な
さ
ん
の
生
活

の
一
助
と
し
て
消
費
生
活
に

関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、「
債
権
回
収
詐

欺
（
架
空
請
求
）」
に
つ
い

平成16年度�
歳出予算額�
217億�
5,000万円�

平成16年度�
歳出予算額�
217億�
5,000万円�

※（　）内は前年度構成比�

一般会計歳出予算�一般会計歳出予算�

農林水産業費�
5億903万5千円�
2.3％（2.5％）�

教育費�
25億6,745万7千円�
11.8％（12.5％）�

議会費�
2億1,744万9千円　1.0％（1.2％）�
労働費�
1,666万5千円　0.1％（0.1％）�
商工費�
7,822万1千円　0.4％（0.4％）�
諸支出金 15万3千円�
0.0％（0.0％）�
予備費 3,000万円�
0.1％（0.2％）�
�

総務費�
19億8,543万1千円�
9.1％（10.1％）�

民生費�
60億5,111万1千円�
27.8％（25.1％）�

衛生費�
20億9,797万円�
9.6％（8.4％）�

土木費�
45億4,381万7千円�
20.9％（21.3％）�

消防費�
11億7,297万円�
5.4％（5.9％）�

農林水産業費�
5億903万5千円�
2.3％（2.5％）�

教育費�
25億6,745万7千円�
11.8％（12.5％）�

総務費�
19億8,543万1千円�
9.1％（10.1％）�

民生費�
60億5,111万1千円�
27.8％（25.1％）�

衛生費�
20億9,797万円�
9.6％（8.4％）�

土木費�
45億4,381万7千円�
20.9％（21.3％）�

消防費�
11億7,297万円�
5.4％（5.9％）�

公債費�
24億7,972万1千円�
11.4％（12.4％）�

公債費�
24億7,972万1千円�
11.4％（12.4％）�

構成比は、端数処理を�
行っていないため合計が�
１００％にならない場合があります。�

平成平成16年度年度�
歳入歳入予算額予算額�
217217億�
5,000万円万円�

平成16年度�
歳入予算額�
217億�
5,000万円�

※（　）内は前年度構成比�

一般会計歳入予算一般会計歳入予算�一般会計歳入予算�

分担金及び負担金�
2億8,224万4千円�
1.3％（2.0％）�

地方交付税地方交付税�
21億1,0001,000万円万円�
9.7％（％（12.012.0％）％）�

繰入金�
17億9,562万円�
8.3％（6.3％）�

使用料及び手数料�
5億9,417万2千円�
2.7％（2.2％）�

国庫支出金国庫支出金�
26億8,8838,883万1千円千円�
12.4％（％（9.1％）％）�府支出金�

8億9,060万1千円�
4.1％（4.1％）�

市債�
28億3,250万円�

13.0％�
（12.4％）�

市税市税�
82億8,713万2千円千円�
38.1％（％（42.5％）％）�

市税�
82億8,713万2千円�
38.1％（42.5％）�

地方交付税�
21億1,000万円�
9.7％（12.0％）�

繰入金�
17億9,562万円�
8.3％（6.3％）�

国庫支出金�
26億8,883万1千円�
12.4％（9.1％）�

市債�
28億3,250万円�

13.0％�
（12.4％）�

繰越金�
1千円　0.0％（0.0％）�
諸収入�
4億72万円　1.8％（2.0％）�

財産収入　3億2,422万9千円　1.5％（0.2％）�
寄附金　1億760万円　0.5％（0.6％）�
国有提供施設等所在市町村助成交付金�
　1,370万円　0.1％（0.1％）�
地方消費税交付金　5億3,900万円　2.5％（2.5％）�
地方特例交付金　2億9,400万円　1.4％（1.6％）�
利子割交付金　8,700万円　0.4％（0.5％）�
地方譲与税　3億400万円　1.4％（1.0％）�
自動車取得税交付金　1億3,600万円�
　　0.6％（0.8％）�
交通安全対策特別交付金�
　1,060万円　0.0％（0.1％）�
ゴルフ場利用税交付金�
　2,000万円　0.1％（0.1％）�
特別地方消費税交付金�
　5万円　0.0％（0.0％）�
配当割交付金�
　2,000万円�
　　　　　0.1％（0.0％）�
株式等譲渡所得割交付金�
　1,200万円　�
　　　　　0.1％（0.0％）�

構
成
比
は
、
端
数
処
理
を
行
っ
て�

い
な
い
た
め
合
計
が
１００
％
に
な
ら�

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

債
権
譲
渡
を
装
い
無
差
別
に
請
求

て
で
す
。

◎
利
用
し
た
覚
え
の
な
い

有
料
ア
ダ
ル
ト
番
組
の
情
報

料
請
求
は
が
き
が
債
権
回
収

業
者
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
。

は
が
き
に
は
「
提
供
会
社
か

ら
未
納
利
用
料
金
に
関
す
る

債
権
譲
渡
を
受
け
た
。
利
用

料
金
と
遅
延
損
害
金
・
手
数

料
と
合
わ
せ
て
支
払
わ
な
け

れ
ば
自
宅
を
訪
問
し
交
通
費

な
ど
も
加
算
し
て
請
求
す

る
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

◎
債
権
回
収
業
者
か
ら
携

帯
に
「
あ
な
た
が
利
用
し
た

出
会
い
系
サ
イ
ト
の
利
用
料

金
３
万
２
千
円
が
未
納
で

す
。
今
日
中
に
入
金
し
て
く

だ
さ
い
」と
メ
ー
ル
が
来
た
。

入
金
が
な
い
時
は
、
職
場
に

来
る
と
書
い
て
あ
っ
た
。
利

用
し
た
覚
え
が
な
い
。
ど
う

対
処
し
た
ら
よ
い
の
か
。

こ
れ
は
何
ら
か
の
名
簿
を

入
手
し
た
悪
質
事
業
者
が
、

あ
た
か
も
サ
ー
ビ
ス
提
供
業

者
か
ら
債
権
譲
渡
を
受
け
た

よ
う
に
装
い
、
無
差
別
に
根

拠
の
な
い
請
求
を
し
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

対
処
策
と
し
て
は
「
①
請

求
金
は
絶
対
に
支
払
わ
ず
、

そ
の
ま
ま
に
す
る
②
業
者
に

苦
情
や
問
い
合
わ
せ
の
電
話

を
し
な
い
③
新
た
に
電
話
番

号
な
ど
の
個
人
情
報
を
知
ら

せ
な
い
④
警
察
に
届
け
る
⑤

今
後
の
た
め
に
通
知
書
を
保

管
し
て
お
く
」
で
す
。

困
っ
た
時
は
、
早
め
に
消

費
生
活
相
談
窓
口
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
毎
週
水
・
金
曜
日

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
＝
市
役
所
３
０
６
会

議
室問

合
せ
先
＝
産
業
振
興
課

（

６４
・
１
３
６
０
）

リサイクルプラザ建設へ�リサイクルプラザ建設へ�リサイクルプラザ建設へ�

市
は
手
話
奉
仕
員
養
成
事

業
を
京
都
市
聴
覚
言
語
障
害

セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
、

「
手
話
教
室
・
入
門
」
を
昼

と
夜
の
２
コ
ー
ス
で
開
き
ま

す
。「入

門
」
は
手
話
を
は
じ

め
て
学
ぶ
人
を
対
象
に
、
聴

覚
障
害
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
、
手
話
で
の
あ
い
さ
つ

や
自
己
紹
介
程
度
の
会
話
の

習
得
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
八
幡
市
も
同
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
て
「
手
話
教

室
・
基
礎
」
を
開
き
ま
す
。

こ
れ
は
「
入
門
」
を
修
了

し
た
人
や
手
話
で
簡
単
な
自

己
紹
介
が
で
き
る
人
を
対
象

に
、
手
話
で
日
常
会
話
が
で

き
る
技
術
の
習
得
を
目
指
し

ま
す
。

【
入
門（
１８
回
シ
リ
ー
ズ
）】

日
時
＝
▼
夜
コ
ー
ス
…
５

月
１１
日
〜
９
月
１４
日
の
毎
週

火
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
▼

昼
コ
ー
ス
…
５
月
１２
日
〜
９

月
１５
日
の
毎
週
水
曜
日
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
京
田
辺
市
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
手
話
を
は
じ
め
て

学
ぶ
市
内
に
在
住
・
通
勤
・

通
学
す
る
１８
歳
以
上
の
人

定
員
＝
そ
れ
ぞ
れ
４０
人

【
基
礎（
１８
回
シ
リ
ー
ズ
）】

日
時
＝
５
月
１１
日
〜
１０
月

１２
日
の
毎
週
火
曜
日
午
後
１

時
３０
分
〜
４
時
。
た
だ
し
、

毎
月
第
３
火
曜
日
を
除
き
ま

す
場
所
＝
八
幡
市
福
祉
会
館

対
象
＝
「
手
話
教
室
・
入

門
」
修
了
者
ま
た
は
手
話
で

簡
単
な
自
己
紹
介
が
で
き

る
、
本
市
・
八
幡
市
に
在

住
・
通
勤
・
通
学
す
る
１８
歳

以
上
の
人

定
員
＝
４０
人

【
受
講
料
】

無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
が
必
要
で
す

【
申
込
方
法
】

往
復
は
が
き
の
往
信
用
に

希
望
の
コ
ー
ス
名
・
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
通
勤
先
ま

た
は
通
学
先
（
本
市
在
住
の

人
は
不
要
で
す
）
を
、
返
信

用
の
表
に
住
所
・
氏
名
を
書

い
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
４
月
２０
日

申
込
・
問
合
せ
先
＝
京
都

市
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

（
〒
６
０
４
・
８
４
３
７
京

都
市
中
京
区
西
ノ
京
東
中
合

町
２
番
地
、

０
７
５
・
８

４
１
・
８
３
３
７
）

市
は
、
今
月
号
か
ら
「
リ

サ
イ
ク
ル
情
報
」
を
「
リ

ユ
ー
ス
情
報
」
に
変
更
し
ま

す
。
あ
な
た
も
「
リ
ユ
ー
ス

情
報
」
を
活
用
し
て
、
暮
ら

し
の
中
に
無
駄
を
な
く
し
、

物
資
の
有
効
利
用
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

各
家
庭
で
不
用
と
な
り
修

理
・
修
繕
し
な
く
て
も
再
利

用
の
価
値
の
あ
る
物
の
登
録

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
な
ど
で
き
る
よ
う
に

手
話
習
い
ま
せ
ん
か

連
絡
は
絶
対
し
な
い

歳
出
予
算
は
、
目
的
別
歳

出
で
、
継
続
事
業
で
あ
る
北

部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び

児
童
館
建
設
事
業
な
ど
に
よ

り
民
生
費
が
対
前
年
度
比

２３
・
８

（
約
１１
億
６
千
５

０
０
万
円
）、
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
建
設
事
業
な
ど
で
衛

生
費
が
同
２９
・
２

（
約
４

億
７
千
４
０
０
万
円
）、
そ

れ
ぞ
れ
増
え
ま
し
た
。

ま
た
、性
質
別
歳
出
で
は
、

生
活
保
護
費
や
児
童
手
当
費

な
ど
の
増
加
に
よ
り
、
扶
助

費
が
同
１８
・
２

（
約
４
億

３
千
７
０
０
万
円
）
の
増
。

大
型
継
続
事
業
の
三
山
木
地

区
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業

に
加
え
、
北
部
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
及
び
児
童
館
や
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
建
設
事

業
、
市
営
住
宅
建
て
替
え
事

業
な
ど
が
重
な
っ
た
た
め
、

普
通
建
設
事
業
が
約
１７
億
円

（
対
前
年
度
比
５６
・
７

）

と
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

主
な
新
規
・
拡
充
事
業
な

ど
は
下
表
と
次
の
と
お
り
で

す
。▼

河
原
保
育
所
建
替
え
事

業
▼
松
井
山
手
駅
前
保
育
事

業
▼
保
健
セ
ン
タ
ー
増
改
築

事
業
▼
外
国
青
年
招
致
事
業

▼
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所

等
安
全
対
策
事
業
▼
同
志
社

前
駅
周
辺
整
備
事
業
▼
田
辺

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
照
明
整

備
改
良
事
業
▼
地
産
地
消
促

進
事
業
▼
シ
ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン

整
備
構
想
検
討
調
査
費
▼
行

政
評
価
導
入
調
査
費

今
年
度
の
歳
入
予
算
は
、

地
方
交
付
税
が
対
前
年
度
比

９
・
４

減
（
２
億
２
千
万

円
）
と
い
う
か
つ
て
な
い
厳

し
い
財
政
状
況
の
な
か
、
経

常
経
費
の
抑
制
に
努
め
る
と

と
も
に
、
市
債
の
発
行
や
基

金
か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど
に

よ
り
財
源
を
確
保
し
ま
し

た
。市

税
は
同
０
・
３

増
の

８２
億
８
千
７
１
３
万
２
千
円

を
、
ま
た
各
種
譲
与
税
・
交

付
金
は
、
所
得
譲
与
税
と
配

当
割
交
付
金
及
び
株
式
等
譲

渡
所
得
割
交
付
金
の
創
設
な

ど
で
、
１４
億
３
千
６
３
５
万

円
（
対
前
年
度
比
１１
・
６

増
）
を
計
上
し
ま
し
た
。
地

方
交
付
税
は
、
国
の
「
三
位

一
体
」
改
革
の
影
響
で
同

９
・
４

減
の
２１
億
１
千
万

円
と
な
り
、
使
用
及
び
手
数

料
は
、
市
営
墓
地
使
用
料
の

増
な
ど
で
、
５
億
９
千
４
１

７
万
２
千
円
（
同
３９
・
４

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
は
、
普
通
建

設
事
業
費
補
助
金
が
増
え
た

こ
と
か
ら
、
同
５１
・
４

増

の
２６
億
８
千
８
８
３
万
１
千

円
を
計
上
。
繰
入
金
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
目
的
ご
と
に
積
み

立
て
を
行
っ
て
い
る
各
種
基

金
か
ら
の
繰
入
金
と
し
て
１７

億
９
千
５
６
２
万
円
（
同

４７
・
０

増
）
と
な
り
、
市

債
は
普
通
建
設
事
業
な
ど
の

財
源
に
充
当
す
る
た
め
、
同

１７
・
７

増
の
２８
億
３
千
２

５
０
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。

歳
　
　
出�
歳
　
　
出�

歳
　
　
入

歳
　
　
入�

歳
　
　
入

歳
　
　
入�

歳
　
　
入�

歳
　
　
出

歳
　
　
出�

歳
　
　
出

歳
　
　
出�

歳
　
　
出�

歳
　
　
入�

歳
　
　
入�

16年度一般会計当初予算（歳出）の概要
（第2次総合計画に掲げる体系ごと） 単位：千円

①　健康でしあわせにみちたまちをめざす
・北部老人福祉センター及び児童館建設事業など 876,900
・河原保育所の建て替え基本設計費 10,000
・松井山手駅前で保育実施事業 10,284
・ファミリーサポートセンター事業 6,739
・次世代育成支援行動計画の策定費 4,437
・保健センターの増改築事業 107,000

②　心豊かな人づくりと文化の伝統を
築くまちをめざす

・田辺東小学校にエレベーターを設置 56,995
・中学校英語科指導助手の誘致事業 13,981
・松井ケ丘幼稚園の園舎増築事業 148,600

・全幼稚園で預かり保育を実施 2,025
・学校・幼稚園・保育所など安全対策事業 17,500

③　京阪神大都市圏の中核成長都市としての
まちをめざす

・三山木地区特定土地区画整理事業 1,740,435
・同志社駅前の周辺整備に補助 71,550

・興戸駅にエレベーター設置に補助 69,200
・都市基盤整備公団が南田辺北地区で行う
整備事業の関連事業 105,095
・（仮称）草内美泥排水路の整備事業 30,000

④　緑豊かで明るく快適な生活環境をめざす
・環境衛生センター甘南備園内にリサイクルプラザを建設

486,000
・市営住宅（仮称）三山木団地建て替え事業 129,300
・田辺公園テニス
コート照明設備の
改良事業 21,120
・「出張所から分
署へ」北部地区の
消防体制の充実

75,127
・不法投棄の対策
事業 8,995

⑤　多様で活力
ある産業がい
きづくまちを
めざす

・江津地区で市営
ほ場整備事業 80,020
・地産地消の促進事業 1,582
・高船地区で農業集落排水事業 55,283
・商店街生き生き支援事業 10,000

⑥　市民と行政の連携によるまちづくり
・新総合計画の策定事業 21,242
・シビックゾーン整備構想検討調査 3,900
・事務事業評価の導入調査 2,950
・地域イントラネットの運用経費 29,949

維持補修費�
3億2,489万2千円�
1.5％（1.5％）�

補助費等�
7億3,321万1千円�
3.4％（3.8％）�

扶助費�
28億�
3,544万7千円�
13.0％（12.3％）�

繰出金�
21億8,374万6千円�
10.0％（10.4％）� 物件費�

27億8,001万1千円�
12.8％（13.9％）�

人件費�
55億4,990万7千円�
25.5％（29.5％）�

積立金�
1億1,370万円�
0.5％（0.5％）�
その他�
4,350万円　0.2％（0.2％）�

補助事業費�
　22億9,226万円�
　10.5％（3.5％）�
単独事業費�
　24億1,360万5千円�
　11.1％（11.9％）�

※（　）内は前年度構成比�
一般会計歳出予算�一般会計歳出（性質別）�

平成平成16年度年度�
歳出予算額歳出予算額�
217億�
5,000万円万円�

平成16年度�
歳出予算額�
217億�
5,000万円�

維持補修費�
3億2,489万2千円�
1.5％（1.5％）�

補助費等�
7億3,321万1千円�
3.4％（3.8％）�

公債費�
24億7,972万1千円�
11.4％（12.4％）�

公債費�
24億7,972万1千円�
11.4％（12.4％）� 扶助費�

28億�
3,544万7千円�
13.0％（12.3％）�

繰出金�
21億8,374万6千円�
10.0％（10.4％）� 物件費�

27億8,001万1千円�
12.8％（13.9％）�

人件費�
55億4,990万7千円�
25.5％（29.5％）�

建設事業費�
47億586万5千円�
21.6％（15.5％）�

建設事業費�
47億586万5千円�
21.6％（15.5％）�

構
成
比
は
、
端
数
処
理
を
行
っ
て�

い
な
い
た
め
合
計
が
１００
％
に
な
ら�

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

市営住宅
建て替え 建設事業費が大幅に増

積
極
的
に
都
市
基
盤
を
整
備

積
極
的
に
都
市
基
盤
を
整
備�
積
極
的
に
都
市
基
盤
を
整
備�

4月1日から消防体制の充実強化のため消
防署北部出張所を同署北部分署に組織変
更します

子どもたちの健やかな成長の願って……河原保育所の建て替えを進めます
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一般�
健康相談�

①4月5日��
13：45～15：30�
保健センター�
②4月15日��
13：30～15：00�

老人福祉センター常磐苑�
③4月21日��
13：30～15：00�
三山木福祉会館�

�
�
医師・保健師による相
談（一般成人を対象）�

田辺地方�
振興局�
�62-0173

田辺�
児童館�
�63-1081

普賢寺�
児童館�
�65-0153

児童�
福祉課�
�64-1376

地域子育て�
支援センター�
�62-0468

府民無料�
法律相談�

市民無料�
法律相談�

18歳未満の子どものこ
とについて、気にかか
ることなど�

家でできる訓練の方法
や、内容について�
（来所も可）�

妊婦・乳幼児の相談、�
乳幼児の身体計測など�

弁護士による相談�
�4月16日�5月6日から電話予
約受付（土・日・祝日を除く）�

保健師・栄養士による
相談（一般成人者を対
象・予約制）�

弁護士による相談�
4月16日電話予約受付�

南部�
法律相談
センター�

4月13日��
9：00～11：00�

保健センター（�63-2662）�

4月8日��
9：00～11：00�
保健センター�

毎週月曜日�
9：00～11：00�
保健センター�

4月19日��
13：30～16：30�
田辺地方振興局�

�5月6日��5月19日��
13：30～16：30�
市役所会議室�

毎週月～金曜日�
13：30～15：30�
田辺児童館�

毎週月曜日�
9：00～12：00・13：00～16：30�

普賢寺児童館�

毎週月～金曜日�
9：00～12：00・13：00～16：30�

児童福祉課�

電話相談　毎週月～金曜日�
来所相談　毎週月曜日�
9：00～16：00

発達相談�

育児相談�

家庭児童�
相談室�

すくすく�
子育て�
相談�

リハビリ�
相談�

京都�
弁護士会�
�075-231-2378

毎週木曜日�
13：00～17：00�
CIKビル（新田辺駅西）�

相談内容�
なやみごと�
（人権・行政）�
相談�

相談名�

妊婦�
乳幼児�
相談�

日時・場所� 問合せ先�

人権擁護委員・行政相
談委員による相談�

4月14日�　市役所会議室 
28日�北部住民セ ンター
13：30～16：00 人権�

啓発課�
�62-4343

健康�
推進課�
�64-1334�
�64-1335

弁護士による有料の法
律相談（予約制・40分
5,250円）�

在宅介護に関する各種
相談、アドバイス�

4月21日��
10：00～11：30�

老人福祉センター常磐苑�

在宅介護�
支援相談�

高齢�
介護課�
�64-1373

乳幼児のことについ
て、気にかかることな
ど�

こころの健康に不安やお
困りの市民・家族など（専
門医による相談・予約制）�

4月13日��
13：45～15：30�
保健センター�

こころの
健康相談�

※相談日が祝日の時は、相談開催日を変更する場合が�
　ありますので各担当へお問い合わせください�

弁護士に
よる無料�
法律相談�

土曜日�
なんでも�
相談�

地域福祉�
権利擁護�
相談�

司法書士�
法律相談�

生活�
なんでも�
相談�

心配ごと�
出張相談�

心配ごと�
相談�

ふれあい�
相談室�

女性の�
相談室�

消費生活�
相談�

教育相談�

相談名�

法律問題全般�
（予約制）�

日常生活全般につい
て、どんなことでもお
気軽に（予約制）�

高齢者・障害者など対象
に福祉サービスの契約な
ど生活支援について�

登記・相続・離婚問題
など（予約制）�

毎日の生活で心配なこ
と、わからないことに
ついて（日常生活全般
について）�

ひとりで悩まずどんな
ことでもご相談を�
電話・FAX・来所可�

女性による女性のため
のカウンセリング　
（予約制）�

くらしの中で購入する
物やサービスについて
の相談�

登校しぶりや不登校の
問題、学習の遅れなど
（予約制）�

相談内容�

4月26日��
13：30～16：00�
社会福祉センター�

4月17日��
10：00～12：00�
社会福祉センター�

4月9日��
13：30～16：00�
社会福祉センター�

4月5日��
13：30～16：00�
社会福祉センター�

4月30日��
13：30～16：00�

老人福祉センター常磐苑�

4月20日��
13：30～16：00�

府営田辺団地 第2集会所�

4月5日�・15日�・26日�
13：30～16：00�
社会福祉センター�

毎週月～金曜日�
9：00～16：00�
社会福祉センター�

12：30～16：30�
●12日�    三山木小学校�
　　　　　 �62-1055�
●13日�    松井ケ丘小学校�
　　　　　 �62-8888�
　　　　    桃園小学校�
　　　　　 �63-6335�
●20日�    大住小学校�
　　　　　 �62-0046�
                   薪小学校　　
　　　　     �63-2000�
●26日�　 田辺東小学校�
　　　　　 �62-4348�
●27日�    草内小学校　�
　　             �62-0054�
                   田辺小学校�
　　　　　 �62-0044

4月1日�・15日��
13：30～16：30�
市役所会議室�

毎週水・金曜日�
13：30～16：00�
市役所306会議室�

日時・場所�

各学校�
または�
学校�

教育課内
教育相談�
�63-4488

政策�
推進課�
�64-1309

産業�
振興課�
�64-1360

問合せ先�

社会福祉�
協議会�
�62-5447�
�65-4962

�
��

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

中央図書館�

新しい本の紹介�

�65－2500　�65－1222

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

おはなし会
4月3日 …赤ん坊おばけ 10日 …山伏

とこっこ狸 17日 …ふしぎなつぼ 21日
…ごめんねともだち 24日 …ブケッティー
ノと鬼 5月1日 …ねぎをうえた人 8日
…貧乏神
時間＝ 水曜日…午後4時～4時30分 土曜
日…午後3時～3時30分
話し手＝ 水曜日…図書館職員 土曜日
…図書館サークルのいろりの会

4月のギャラリー
「陶芸こねこねサークル作品展」：古

賀靖章＝6日 ～11日 「しみずちか人形

中央図書館�

中央図書館北部分室中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館北部分室�
北部住民センター内�

�63－0499　�63－7956

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室中央図書館中部分室�中央図書館中部分室�
中部住民センター内�

�64－8833　�64－8820

新
し
い
本
の
紹
介�

4月の映画会
今月はラブ・ストーリー特集です。
3日…スライディング・ドア 10日…恋

におぼれて 17日…リービング・ラスベガ
ス 24日…素晴らしき日々
いずれも土曜日の午前10時30分から

おはなし会
4月3日 …赤ずきん 10日 …みそか

おはなし会
4月14日 午後4時から…金のがちょう
話し手＝図書館職員

展」～Gokko2004～：しみずちか＝13日
～18日 「愛石・木津川会」～水石展～：
安食進＝20日 ～25日 「第6回ヴィリジ
ャン油絵展」：黒川京重＝27日 ～5月9日 。
ただし、4月29日（みどりの日）・30日 ・5
月3日（憲法記念日）・4日（国民の休日）・
5日（こどもの日）は除きます

いばし 17日 …こすずめのぼうけん 24
日 …おおかみと七ひきのこやぎ 28日
…ぐるんぱのよちえん 5月1日 …きつつ
きのくちばしはなぜ長
い
時間＝ 水曜日…午
後4時～4時30分 土曜
日…午前11時～11時30
分
話し手＝ 水曜日…
図書館職員 土曜日…
図書館サークルのおはなしバスケット

平成16年（2004年）4月1日 ＜ 6  ＞

平成16年4月6日�～15日��

スロー
ガン�

運動の
重点�

ゆずりあい  笑顔が行きかう  京の春�

　入学シーズン、ピカピカの1年生が街を歩き始めます。�
子どもたちが事件・事故の被害に遭わないように、地域の�
みなさんのご協力をお願いします。�

田辺警察署　�63-0110

春の全国交通安全運動

◎子どもと高齢者の交通事故防止�
◎自転車の安全利用の推進�
◎シートベルトと�
　　　チャイルドシートの正しい着用の徹底�

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
日

日
時
＝
４
月
１０
日

午
前

９
時
３０
分
〜
正
午

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

な
ど参

加
料
＝
▼
小
学
生
以
上

の
人
…
１
０
０
円
▼
幼
児
…

無
料内

容
＝
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
な
ど
、
晴
れ
の
日
は

外
で
ペ
タ
ン
ク
な
ど
も
で
き

ま
す参

加
者
は
必
ず
室
内
シ

ュ
ー
ズ
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
使
用

講
習
会
を
開
き
ま
す

日
時
＝
５
月
１１
日

午
後

３
時
〜
５
時
と
午
後
７
時
〜

９
時
の
２
回

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
１６
歳
以
上
の

文
化
協
会
音
楽
連
盟
に
所

属
す
る
サ
ー
ク
ル
は
、
団
員

を
募
集
し
ま
す
。

【
大
住
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク

バ
ン
ド
】

代
表
者
・
連
絡
先
＝
大

畠
・

６３
・
３
２
４
５

【
大
住
・
森
の
コ
ー
ラ
ス
】

代
表
者
・
連
絡
先
＝
竹

嶋
・

６２
・
５
３
４
４

【
京
田
辺
ハ
ー
モ
ニ
カ
同

好
会
】

代
表
者
・
連
絡
先
＝
佐
々

木
・

６２
・
７
６
８
３

【
Ｋ
・
Ｃ
・
Ｂ
】

代
表
者
・
連
絡
先
＝
倉

田
・

６５
・
０
３
７
８

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】

日
時
＝
４
月
２５
日

午
前

６
時
４５
分
か
ら

行
き
先
＝
京
都
北
山
の

「
鎌
倉
山
」
か
ら
「
八
丁
平
」

へ
対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
１０
歳
〜
６５
歳

程
度
ま
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
・

登
山
に
自
信
の
あ
る
人
。
た

だ
し
、
小
学
生
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す

定
員
＝
５０
人

参
加
費
＝
▼
一
般
…
３
千

円
▼
山
友
会
員
…
２
８
０
０

円
申
込
方
法
＝
社
会
体
育
協

会
事
務
局
へ
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
し
て
く
だ
さ
い
。
山
友
会

員
は
中
島
（

６２
・
７
３
２

【
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
野

の
花
】

代
表
者
・
連
絡
先
＝
村

山
・

６２
・
９
０
８
４

【
コ
ー
ル
・
ハ
レ
ル
ヤ
】

代
表
者
・
連
絡
先
＝
玉

井
・

６２
・
８
８
０
５

【
薪
女
声
コ
ー
ラ
ス
】

代
表
者
・
連
絡
先
＝
前

田
・

６２
・
３
１
９
２

【
田
辺
混
声
合
唱
団
】

代
表
者
・
連
絡
先
＝
小

畠
・

６２
・
０
３
３
６

【
田
辺
少
年
少
女
合
唱
団

コ
ス
モ
ス
】

代
表
者
・
連
絡
先
＝
教

野
・

６２
・
１
４
２
０

【
エ
チ
ュ
ー
ド
の
会
ス
イ

ン
グ
・
エ
チ
ュ
ー
ド
】

代
表
者
・
連
絡
先
＝
岡
・

６２
・
９
９
７
０

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
で
親
睦
親
睦
を
深
め
る

を
深
め
る
�

ス
ポ
ー
ツ
で
親
睦
を
深
め
る

教
育
委
員
会
と
社
会
体
育
協
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
市
民
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の

健
康
増
進
を
目
指
し
て
、
市
民
総
体
を
開
き
ま
す
。

京
田
辺
国
際
交
流
協
会
は
、
新
会
員

を
募
集
し
ま
す
。

主
な
活
動
＝
会
員
主
体
の
国
際
交
流

事
業
の
企
画
・
運
営
や
情
報
提
供
な
ど

入
会
対
象
者
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
人

年
会
費
＝
２
千
円

申
込
方
法
＝
は
が
き
に
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
職
業
（
学
校

名
）
・
電
話
番
号
と
取
り
上
げ
て
も
ら

い
た
い
活
動
や
携
わ
り
た
い
企
画
な
ど

を
書
い
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
４
月
３０
日

申
込
・
問
合
せ
先
＝
京
田
辺
国
際
交

流
協
会
事
務
局
（
秘
書
室
内
、
〒
６
１

０
・
０
３
９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、

６４
・
１
３
２
２
） ０

）
か
市
橋
（

６３
・
５
１

４
５
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
いし

め
き
り
＝
４
月
１０
日

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】

日
時
＝
４
月
２５
日

午
前

９
時
か
ら

場
所
＝
田
辺
公
園
多
目
的

運
動
広
場

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
高
校
生
以
上

の
人参

加
費
＝
３
０
０
円

申
込
方
法
＝
田
辺
中
央
体

育
館
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
社

会
体
育
協
会
事
務
局
へ
持

参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
登
録

者
は
各
地
区
理
事
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
４
月
９
日

【
軟
式
野
球
】

期
間
＝
５
月
９
日
〜
６
月

１３
日
の
毎
週
日
曜
日

場
所
＝
▼
田
辺
公
園
野
球

場
▼
草
内
木
津
川
運
動
公
園

チ
ー
ム
構
成
＝
市
内
に
在

住
・
通
勤
・
通
学
す
る
高
校

生
以
上
の
１０
人
以
上
で
作
る

チ
ー
ム

参
加
費
＝
２
千
円

申
込
方
法
＝
田
辺
中
央
体

育
館
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
社

会
体
育
協
会
事
務
局
へ
持

参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
し
て

く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
４
月
２２
日

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

社
会
体
育
協
会
事
務
局

（
〒
６
１
０
・
０
３
３
１
京

田
辺
市
田
辺
丸
山
１９
、
田
辺

中
央
体
育
館
内
、

６２
・
１

５
０
１
、
６２
・
１
５
３
４
）

人
定
員
＝
３０
人
ず
つ
６０
人

受
講
料
＝
千
円

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

の
往
信
用
に
受
講
希
望
日

時
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
本
市
に
通
勤
・

通
学
す
る
人
は
勤
務
先
ま
た

は
学
校
名
・
「
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
講
習
会
希
望
」
を
、
返
信

用
の
表
に
住
所
・
氏
名
を
書

い
て
田
辺
中
央
体
育
館
に
送

付
。
ま
た
は
、
住
所
・
氏
名

を
書
い
た
は
が
き
を
同
体
育

館
に
直
接
持
参
し
て
申
し
込

問
合
せ
先
＝
田
辺
中
央
体

育
館
（

６２
・
１
５
０
１
）

サ
ー
ク
ル
が
団
員
募
集

文化協会
音楽連盟

い
っ
し
ょ
に
音
楽
し
ま
せ
ん
か

市
民
総
体

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ん
で
く
だ
さ
い

受
付
期
間
＝
４
月
１０
日

〜
２０
日

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺

中
央
体
育
館
（
〒
６
１
０
・

０
３
３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸

山
１９
、

６２
・
１
５
０
１
）

は
り
・
き
ゅ
う
な
ど

施
術
費
の
助
成

市
は
高
齢
者
の
福
祉
と
健

康
の
増
進
を
目
的
に
、
平
成

１６
年
度
の
「
高
齢
者
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術

費
助
成
証
明
書
」
を
交
付
し

ま
す
。

施
術
費
助
成
証
明
書
の
枚

数
は
、
申
請
月
（
満
６５
歳
の

誕
生
日
以
降
）
か
ら
３
月
末

ま
で
の
月
数
に
相
当
す
る
枚

数
で
、「
京
田
辺
市
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
契
約

施
術
所
」
で
使
え
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
住
民
登
録

か
、
外
国
人
登
録
を
し
て
い

市
は
お
年
寄
り
の
介
護
予

防
や
健
康
増
進
を
図
る
た

め
、
三
山
木
老
人
い
こ
い
の

家
に
「
カ
ラ
オ
ケ
機
」
と

「
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
」
を
購
入

し
、
施
設
の
充
実
を
図
り
ま

す
。「
カ
ラ
オ
ケ
機
」
は
、

い
つ
で
も
最
新
の
曲
が
歌
え

る
通
信
カ
ラ
オ
ケ
で
す
。

同
い
こ
い
の
家
は
、
高
齢

者
の
福
祉
向
上
を
図
る
た
め

に
市
が
設
置
し
た
も
の
。
市

内
に
在
住
す
る
お
よ
そ
６０
歳

老
人
い
こ
い
の
家
に

直
通
電
話
を
設
置

市
は
、「
三
山
木
老
人
い

こ
い
の
家
」
に
直
通
電
話
を

設
置
し
ま
し
た
。

電
話
番
号
＝
６８
・
２
１
７

０
今
ま
で
の
同
い
こ
い
の
家

の
電
話
番
号
は
、「
南
山
こ

ど
も
セ
ン
タ
ー
」
の
電
話
番

号
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
三
山
木
福
祉

会
館
（

６２
・
０
５
７
１
）

労
働
保
険
料
の

申
告
納
付
始
ま
る

労
働
保
険
料
の
申
告
納
付

は
、
４
月
１
日

か
ら
５
月

２０
日

ま
で
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
京
都
労
働

局
（

０
７
５
・
２
４
１
・

３
２
１
３
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

以
上
の
人
が
利
用
で
き
ま

す
。場

所
＝
三
山
木
谷
垣
内

６
・
１

開
設
日
＝
毎
週
月
〜
金
曜

日
。
た
だ
し
、
祝
日
と
年
末

年
始
は
休
館
で
す

開
設
時
間
＝
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時

利
用
開
始
日
＝
４
月
１
日

。
な
お
、「
マ
ッ
サ
ー
ジ

器
」
は
５
月
ご
ろ
か
ら
と
な

る
予
定
で
す

三
山
木
老
人
い
こ
い
の
家
に
カ
ラ
オ
ケ

る
満
６５
歳
以
上
の
人

交
付
・
使
用
期
間
＝
４
月

１
日

〜
１７
年
３
月
３１
日

交
付
回
数
＝
１
回

助
成
額
＝
１
枚
に
つ
き
１

回
の
保
険
適
用
外
施
術
費
の

う
ち
、
市
と
施
術
所
が
そ
れ

ぞ
れ
千
円
ず
つ
、
計
２
千
円

申
請
方
法
＝
老
人
医
療
受

給
者
証
ま
た
は
健
康
保
険
証

と
印
鑑
（
代
理
申
請
時
は
、

代
理
人
の
印
鑑
）
を
持
っ
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い

申
請
・
問
合
せ
先
＝
高
齢

介
護
課（

６４
・
１
３
７
４
）

問
合
せ
先
＝
三
山
木
福
祉

会
館
（

６２
・
０
５
７
１
）

い
つ
で
も
最
新
の
歌
を

い
つ
で
も
最
新
の
歌
を
�

い
つ
で
も
最
新
の
歌
を

国際交流協会に入りませんか�国際交流協会に入りませんか�
会員が主体の活動

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

本
人
確
認
を
強
化

市
は
、
４
月
か
ら
印
鑑
登

録
が
即
日
交
付
出
来
な
か
っ

た
人
に
対
し
て
送
っ
て
い
ま

す
「
印
鑑
登
録
回
答
書
」
に

加
え
、
健
康
保
険
証
な
ど
本

人
確
認
で
き
る
書
類
な
ど
を

拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
れ
は
、
本
人
確
認
を

よ
り
一
層
強
化
す
る
こ
と

で
、
本
人
に
な
り
す
ま
す
こ

と
に
よ
る
不
正
登
録
を
防
ぐ

た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

問
合
せ
先=

市
民
課(

６４
・
１
３
３
０)
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 ヒューマンカレッジの講義日と内容�
開 催 日 � 講 師講 義 テ ー マ �

5月22日��
神学部長・教授�
森孝一さん�

宗教国家アメリカと�
イラク戦争の大義�

6月5日��
文学部助教授�
井上一稔さん�

古代の十一面観音像について�
－国宝観音寺像を中心に－�

人文科学研究所教授�
庄司俊作さん�

人物から見た日本経済の近現代�
－国士型官僚の生きた時代－�

文学部教授�
小山隆さん�

ボランティアの勧め�
－支えあいの関係について考える－�

工学部教授�
森康維さん�ナノテクノロジーとナノ粒子�

商学部教授�
中村宏治さん�

地域経済の再構築と地場産業�
―京都和装産業の昨日・今日・明日―�

　言語文化教育�
　　研究センター教授   
　　　山田眞實さん�

「メーカー」と「消費者」の�
マインドをイギリスの歴史に学ぶ�

7月3日��

9月4日��

10月2日��

11月13日��

12月4日��

教
育
委
員
会
は
、
Ｉ
Ｔ
講

習
会
を
開
き
ま
す
。

日
程
・
場
所
・
受
講
料
＝

左
表
の
と
お
り

時
間
＝
▼
午
前
…
午
前
９

時
〜
正
午
▼
午
後
…
午
後
１

時
３０
分
〜
４
時
３０
分

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
２０
歳
以
上
の

人
コ
ー
ス
と
そ
の
レ
ベ
ル
＝

▼
基
礎
…
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
初
め
て
使
う
人
▼
イ
ン

市
は
、
環
境
基
本
計
画
策

定
市
民
懇
話
会
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

同
懇
話
会
は
、
市
が
平
成

１６
年
度
に
策
定
を
目
指
し
て

い
る
「
環
境
基
本
計
画
」
を

よ
り
実
効
的
に
進
め
、
目
標

達
成
し
て
い
く
た
め
に
設
置

す
る
も
の
。
よ
り
良
い
環
境

創
り
を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
環
境
問
題
を
検
討
・
協
議

し
て
い
た
だ
き
、
市
へ
意
見

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。応

募
資
格
＝
市
内
に
在

住
・
通
勤
・
通
学
す
る
１８
歳

以
上
の
人

同
志
社
大
学
と
市
・
教
育

委
員
会
は
、「
京
た
な
べ
・

同
志
社
ヒ
ュ
ー
マ
ン
カ
レ
ッ

ジ
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。開

催
日
と
内
容
＝
左
表
の

と
お
り

時
間
＝
午
後
１
時
３０
分
〜

幅
広
い
分
野
の

幅
広
い
分
野
の
講
義
で
好
評

講
義
で
好
評
�

幅
広
い
分
野
の
講
義
で
好
評

３
時
３０
分
。
た
だ
し
、
５
月

２２
日

は
午
後
１
時
１５
分
か

ら
で
す
。

場
所
＝
同
志
社
大
学
京
田

辺
キ
ャ
ン
パ
ス

受
講
対
象
＝
中
学
生
以
上

の
人定

員
＝
４
５
０
人
（
申
し

込
み
多
数
の
時
は
抽
選
し
ま

す
）受

講
料
＝
無
料

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

の
往
信
用
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

年
齢
・
職
業
（
学
校
名
）
・

電
話
番
号
・
「
カ
レ
ッ
ジ
希

望
」
を
、
返
信
用
に
住
所
・

氏
名
を
書
い
て
送
付
し
て
く

だ
さ
い

受
付
期
間
＝
４
月
７
日

〜
２３
日

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

教
育
課
（
〒
６
１
０
・
０
３

９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、

６４
・
１
３
９
３
）

タ
ー
ネ
ッ
ト
＋
メ
ー
ル
…
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲
覧
・
電

子
メ
ー
ル
の
送
受
信
▼
文
書

作
成
基
礎
…
初
心
者
▼
文
書

作
成
応
用
…
文
字
入
力
を
無

理
な
く
で
き
る
人
ま
た
は
、

文
書
作
成
基
礎
コ
ー
ス
修
了

者
▼
表
計
算
基
礎
…
文
字
入

力
を
無
理
な
く
で
き
る
人
▼

表
計
算
応
用
…
表
計
算
基
礎

コ
ー
ス
修
了
者
▼
デ
ジ
カ
メ

基
礎
…
初
心
者
▼
デ
ジ
カ
メ

応
用
…
画
像
の
加
工
・
整
理

▼
持
ち
込
み
…
自
分
の
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
で
は
が
き
を
作

成
定
員
（
１
講
座
）
＝
１５
人
。

た
だ
し
、
中
部
住
民
セ
ン

タ
ー
開
催
分
は
１０
人
、
持
ち

込
み
コ
ー
ス
は
８
人
で
す

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

の
往
信
用
に
、
受
講
を
希
望

す
る
コ
ー
ス
名
と
コ
ー
ス
番

号
（
同
コ
ー
ス
内
で
第
２
希

望
ま
で
）
・
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
、
返
信

用
の
表
に
住
所
・
氏
名
を
書

い
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
複
数
の
コ
ー
ス
を
希

市
は
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
（
Ｄ
Ｖ
…
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
）

を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
の
悩
み

の
相
談
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
４
月
１

日

か
ら
、
城
陽
・
向
日
の
両
市
の
女
性
相

談
窓
口
と
相
互
利
用
を
始
め
ま
す
。

す
で
に
本
市
は
、
昨
年
９
月
１
日
か
ら
京

阪
奈
北
近
隣
都
市
サ
ミ
ッ
ト
を
構
成
す
る
５

市
（
交
野
市
・
寝
屋
川
市
・
枚
方
市
・
生
駒

市
・
八
幡
市
）と
連
携
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

８
市
の
ど
の
相
談
窓
口
（
上
表
の
と
お
り
）

で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。。

相
談
は
い
ず
れ
も
無
料
。
ま
た
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進
課
（

６４
・
１
３

１
０
）

女性相談の相互利用を拡大�女性相談の相互利用を拡大�

望
す
る
時
は
、
各
コ
ー
ス
ご

と
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

受
付
期
間
＝
４
月
６
日

〜
１６
日

申
込
・
問
合
せ
先
＝
Ｉ
Ｔ

講
習
係
（
〒
６
１
０
・
０
３

３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸
山
２

懇話会委員を募集�懇話会委員を募集�懇話会委員を募集�

募
集
人
数
＝
若
干
名
。
選

考
で
委
員
を
決
め
ま
す

応
募
方
法
＝
住
所
・
氏

名
・
職
業
・
電
話
番
号
・
簡

単
な
応
募
動
機
と
「
理
想
と

す
る
本
市
の
環
境
の
実
現
に

向
け
た
私
の
考
え
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
４
０
０
字
程
度
の

作
文
を
添
え
て
、
４
月
２３
日

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
生
活

環
境
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
申
込
・
問
合
せ
先
＝
生
活

環
境
課
（
〒
６
１
０
・
０
３

９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、

６４
・
１
３
６
６
）

ＩＴ　講　習　会　日　程　表�

午前�

午後�

5月11日�・12日��

5月20日�・21日��

中央公民館�

中央公民館�2

午前・午後�5月29日�� 中央公民館�3

午前�6月10日�・11日�� 北部住民センター�4

午前�6月29日�・30日�� 中部住民センター�5

1

時　　間� 場　　　所�日　　　程�コース�
番　号�

基礎コース（6時間）受講料＝1,000円�

午後�

午前�

5月11日�・12日��

5月20日�・21日��

中央公民館�

中央公民館�7

午前・午後�5月30日�� 中央公民館�8

午後�6月10日�・11日�� 北部住民センター�9

午後�6月29日�・30日�� 中部住民センター�10

6

時　　間� 場　　　所�日　　　程�コース�
番　号�

インターネット＋メールコース（6時間）受講料＝1,000円�

午前�

午後�

5月13日�・14日��

5月27日�・28日��

中央公民館�

中央公民館�12

午前・午後�6月12日�� 北部住民センター�13

11

時　　間� 場　　　所�日　　　程�コース�
番　号�

文書作成基礎コース（6時間）受講料＝1,000円�

午後�

午前�

5月13日�・14日��

5月27日�・28日��

中央公民館�

中央公民館�15

午前・午後�6月13日�� 北部住民センター�16

14

時　　間� 場　　　所�日　　　程�コース�
番　号�

文書作成応用コース（6時間）受講料＝1,500円�

午前�

午前�

5月18日�・19日��

6月16日�・17日��

中央公民館�

北部住民センター�18

午前�7月1日�・2日�� 中央公民館�19

17

時　　間� 場　　　所�日　　　程�コース�
番　号�

表計算基礎コース（6時間）受講料＝1,000円�

午後�

午後�

5月18日�・19日��

6月16日�・17日��

中央公民館�

北部住民センター�21

午後�7月1日�・2日�� 中央公民館�22

20

時　　間� 場　　　所�日　　　程�コース�
番　号�

表計算応用コース（6時間）受講料＝1,500円�

午前�

午前・午後�

6月23日�・24日��

6月25日��

中部住民センター�

中部住民センター�24

23

時　　間� 場　　　所�日　　　程�コース�
番　号�

デジカメ基礎コース（6時間）受講料＝1,500円�

午後�

午前・午後�

6月23日�・24日��

6月26日��

中部住民センター�

中部住民センター�26

25

時　　間� 場　　　所�日　　　程�コース�
番　号�

デジカメ応用コース（6時間）受講料＝1,500円�

午前�

午後�

6月18日��

6月18日��

中央公民館�

中央公民館�28

27

時　　間� 場　　　所�日　　　程�コース�
番　号�

持ち込みコース（3時間）受講料＝1,500円�

京
た
な
べ
・
同
志
社
ヒ
ュ
ー
マ
ン
カ
レ
ッ
ジ

申
し
込
み
は
４
月
７
日
か
ら

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
使
い
こ
な
そ
う

ＩＴ講習会

コ
ツ
分
か
り
や
す
く

より良い環境創りをめざし

城
陽
・
向
日
を
加
え
８
市
で

２４
日
に
み
ど
り
の

風
ま
つ
り
を
開
く

た
な
べ
緑
の
風
作
業
所
な

ど
は
、
４
月
２４
日

の
午
前

１０
時
３０
分
か
ら
午
後
２
時
３０

分
ま
で
、
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
「
み
ど
り
の
風
ま
つ

り
」
を
開
き
ま
す
。

当
日
は
、
「
緑
の
風
バ

ザ
ー
」
や
「
田
辺
中
学
校
吹

奏
楽
部
」「
桃
園
小
学
校
ジ

ュ
ニ
ア
バ
ン
ド
」
の
演
奏
や

「
同
作
業
所
利
用
者
に
よ
る

発
表
会
」な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
同
作
業
所
で
作
っ

た
「
製
品
の
販
売
」
や
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど

の
「
模
擬
店
」
の
出
店
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
た
な
べ
緑
の

風
作
業
所
（

６３
・
７
８
９

２
）

受講生を募集

交野市�

八幡市�

京田辺市�

寝屋川市�

枚方市�

面接相談　毎月第1・3木曜日　午後1時30分～4時30分�
問合せ先＝女性の相談室（�64-1309）�

電話相談　月曜日　午前10時～午後5時�
　　　　　木曜日　午後1時～9時（�072-843-7860）�
　　　　　　ただし、相談日が祝日の時は午後1時～5時�
面接相談　水曜日　午後1時～9時�
　　　　　金曜日　午前10時～午後5時�
問合せ先＝枚方勤労者総合福祉センター（�072-843-5551）�

面接相談　毎月第2木曜日　午後2時～4時30分�
問合せ先＝人権政策室（�072-892-0121）�

大
　
　
　
阪
　
　
　
府�

面接相談　月曜日　午前9時30分～午後0時40分�
　　　　　水曜日　午後1時30分～3時30分�
電話相談　金曜日　午後1時～5時�
問合せ先＝男女共同参画推進センター（�072-832-5580）�

京
　
　
都
　
　
府�

電話相談　月～金曜日　午前9時～午後4時�
面接相談　毎月第2・4水曜日　午後1時～4時�
問合せ先＝女性センター（�0743-73-0556）�

奈
良
県�

電話・面接相談　月～金曜日　午前10時～午後5時�
問合せ先＝人権同和室（�075-983-1111）�

向日市�面接相談　第4水曜日　午後1時10分～午後4時�
問合せ先＝健康都市推進室（�075-931-1144）�

生駒市�

電話相談　火曜日　午後1時30分～4時30分�
　　　　　木曜日　午前9時30分～正午（�56-5076）�
面接相談　第4水曜日　午後2時～5時�
問合せ先＝市民相談・女性課（�56-4001）�

城陽市�

８市が行う女性相談日程（面接相談は予約が必要です）�

環境基本計画

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

１
４
、
中
央
公
民
館
内
、

６２
・
２
５
５
２
）

天
王
の
牡
丹
園
へ

無
料
バ
ス
を
運
行

市
は
「
天
王
の
牡
丹
」
で

有
名
な
無
二
荘
（
個
人
所
有

の
庭
園
）
の
一
般
公
開
に
あ

わ
せ
て
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
毎
年
一
般
公
開

時
に
天
王
地
域
で
発
生
す
る

違
法
駐
車
を
解
消
す
る
た
め

に
行
う
も
の
。
同
バ
ス
は
環

境
衛
生
セ
ン
タ
ー
天
王
碧
水

園
と
天
王
バ
ス
停
間
を
運

行
。
来
園
者
は
同
セ
ン
タ
ー

で
駐
車
し
て
い
た
だ
き
乗
車

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

公
開
・
運
行
期
間
＝
４
月

２９
日
（
み
ど
り
の
日
）
〜
５

月
５
日
（
こ
ど
も
の
日
）

雨
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

公
開
時
間
＝
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

運
行
時
間
＝
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
６
時

問
合
せ
先
＝
観
光
案
内
所

（

６８
・
２
８
１
０
、
▼
平

日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
土
・
日
曜
日
、
祝
日
…
午

前
９
時
〜
午
後
３
時
）


